
自由広場と林道の間、散策に支障のある桜を伐採した。 
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    第２９８号 

令和５年 

１２月１日発行 

十
一
月
特
別
活
動 

研
修
会
「
緑
の
環
境
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
」 

活
動
日
時 

十
一
月
五
日
（
日
）
八
時
～
十
九
時 

晴 

活
動
場
所 

兵
庫
県
立
（
三
田
市
立
）
有
馬
富
士
公
園 

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館 

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
神
戸
工
場 

参
加
者 

 

会
員
十
四
名 

後
援
会
員
二
名 

 

晴
れ
て
季
節
外
れ
の
暑
さ
の
中
、
緑
の
環
境
ク
ラ
ブ
と
の
交

流
会
が
始
ま
っ
た
。
有
馬
富
士
公
園
の
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
、
緑

の
環
境
ク
ラ
ブ
か
ら
分
刻
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
頂
き
北
田
代
表

の
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
、
我
が
林
会
長
か
ら
交
流
を
通
じ
て
学

ん
で
い
き
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

緑
環
境
ク
ラ
ブ
は
平
成
九
年
に
設
立
さ
れ
、
自
然
環
境
や
里

山
の
保
全
、
大
学
、
高
校
、
小
学
校
へ
の
里
山
体
験
学
習
の
支
援

を
主
に
行
な
っ
て
い
る
。
木
の
実
を
潰
し
て
紙
を
染
め
た
り
、
顕

微
鏡
で
の
植
生
調
査
、
椎
茸
の
菌
打
ち
、
キ
ノ
コ
観
察
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
も
開
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
私
た
ち
も
葉
の
顕
微
鏡
観

察
体
験
も
さ
せ
て
頂
い
た
。 

作
業
地
に
移
動
後
、
セ
ン
ブ
リ
、
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ホ
ソ
バ
リ
ン

ド
ウ
を
愛
で
な
が
ら
見
学
、
低
木
が
多
く
、
植
樹
し
て
も
九
割
五

分
枯
れ
た
こ
と
な
ど
説
明
を
受
け
た
。 

昼
食
交
流
会
は
、
八
千
万
円
を
か
け
て
建
て
た
か
や
ぶ
き
屋

根
の
民
家
で
、
福
島
大
池
を
望
み
、
山
鳴
ら
し
の
木
の
葉
が
風
に

吹
か
れ
て
サ
ラ
サ
ラ
と
た
て
る
音
を
聞
き
な
が
ら
の
癒
し
の
ひ

と
と
き
だ
っ
た
。
そ
し
て
お
土
産
に
椎
茸
と
お
手
製
の
し
お
り

を
頂
い
た
。 

十
三
時
十
五
分
に
人
と
自
然
の
博
物
館
を
見
学
。
動
物
、
植

物
、
多
岐
に
わ
た
る
素
敵
な
博
物
館
だ
っ
た
。 

十
四
時
三
十
分
に
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
神
戸
工
場
に
て
ビ
ー
ル
製

造
見
学
と
説
明
後
、
研
修
の
疲
れ
と
暑
さ
で
乾
い
た
喉
に
マ
イ

ス
タ
ー
が
注
い
だ
ビ
ー
ル
は
言
う
ま
で
も
な
く
最
高
だ
っ
た
。 

有
意
義
で
皆
が
楽
し
め
た
研
修
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

（
記 

谷
口 

好
英
） 

十
一
月
定
例
活
動 

自
由
広
場
の
桜
の
支
障
枝
伐
採
と 

丸
太
ベ
ン
チ
作
り 

活
動
日 

 
 

十
一
月
十
九
日
（
日
） 

晴 

活
動
時
間 

 

九
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分 

活
動
場
所 

 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 
 

会
員
十
五
名 

 

家
を
出
る
時
は
八
℃
で
少
し
寒
か
っ
た
が
、
良
い
お
天

気
で
午
後
に
は
一
五
℃
近
く
に
な
り
、
活
動
に
は
ち
ょ
う

ど
良
い
気
温
だ
っ
た
。
い
つ
も
通
り
の
朝
礼
を
行
い
、
ラ

ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
か
ら
、
支
障
枝
の
枝
打
ち
と
丸
太
ベ

ン
チ
作
り
の
二
班
に
分
か
れ
て
活
動
を
開
始
し
た
。 

自
由
広
場
に
は
広
場
を
囲
む
よ
う
に
桜
が
大
き
く
育

っ
て
い
る
が
、
南
西
側
の
林
道
沿
い
は
椎
の
木
が
大
き
く

枝
を
広
げ
、
桜
の
枝
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
枝
を
除
去
す
る
こ
と
に
し
た
。
枝
の
位
置
が
高

い
の
で
、
ポ
ー
ル
に
刃
渡
り
三
十
六
㎝
の
ノ
コ
ギ
リ
を
養

生
テ
ー
プ
で
し
っ
か
り
固
定
し
て
高
枝
切
の
よ
う
に
し

て
枝
打
ち
を
行
っ
た
。
太
い
枝
は
な
か
な
か
切
り
落
と
せ

ず
苦
戦
し
た
が
、
何
と
か
午
前
中
で
細
か
い
枝
も
切
っ
て

き
れ
い
に
整
理
を
終
え
た
。
桜
の
木
に
は
陽
が
よ
く
当
た

る
よ
う
に
な
っ
て
枝
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
林

道
も
明
る
く
な
っ
た
。 

ま
た
、
午
後
か
ら
は
枯
れ
た
コ
ナ
ラ
の
大
木
が
危
険
な

の
で
、
チ
ル
ホ
ー
ル
も
使
っ
て
伐
倒
し
た
。 

丸
太
ベ
ン
チ
作
り
斑
は
、
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
を
半
割
し
、

丸
太
三
本
を
組
ん
だ
台
の
上
に
据
え
て
組
み
立
て
て
い

っ
た
。
丸
太
は
重
た
く
、
高
齢
者
が
多
い
メ
ン
バ
ー
で
は

取
り
扱
い
に
苦
労
し
た
が
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
広
場
に

四
台
の
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
座
面
は
電

動
カ
ン
ナ
を
か
け
て
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
想
定
し
た
以
上
に
作
業
が
長
引
き
、
来
月

に
防
腐
剤
を
塗
っ
て
完
成
の
予
定
で
あ
る
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

活
動
し
て
い
る
間
は
一
生
懸
命
に
作
業
し
て
い
た
が
、

終
わ
っ
て
み
る
と
久
し
ぶ
り
の
作
業
で
思
っ
た
以
上
に

疲
れ
て
い
た
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

（
記 

林 

幸
広
） 

ホームページ：https://forester.foresteruji.org 森林ボランティア フォレスターうじ 

11/19 伐採作業の前 

11/19 伐採作業の真最中 

11/19 伐採作業の後 

11/19 丸太ベンチ制作 

https://forester.foresteruji.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十
一
月
特
別
活
動 

 
 

宇
治
環
境
フ
ェ
ス
タ
で
「
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

活
動
日 

 
 

十
一
月
二
十
六
日
（
日
） 

晴 

活
動
時
間 

 

九
時
～
十
五
時
三
十
分 

活
動
場
所 

 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
一
ホ
ー
ル 

参
加
者 

 
 

会
員
八
名 

来
場
者 

 
 

子
供
三
十
一
名 

大
人
三
十
七
名 

持
帰
り
四
十
鉢 

持
込
苗
木
二
十
鉢 

会
場
に
ブ
ー
ス
を
設
置
、
午
前
十
時
の
オ
ー
プ
ン
に
備
え
準

備
を
整
え
、
開
場
を
迎
え
た
。 

早
速
、
「
苗
木
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
」
と
植
木
鉢
を
抱
え
て

の
来
場
者
。
植
木
鉢
に
は
、
し
っ
か
り
発
芽
、
成
長
し
た
苗
木

が
植
わ
っ
て
お
り
、
植
樹
を
お
約
束
し
て
預
か
っ
た
。
そ
の
後

も
、
次
々
と
苗
木
を
持
参
さ
れ
、
な
か
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
び

っ
し
り
と
発
芽
さ
せ
た
も
の
を
持
参
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
。 

標
本
を
じ
っ
と
眺
め
る
親
子
連
れ
に
、「
ど
ん
ぐ
り
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
。
」
と
声
掛
け
す
る
と
、
「
え
っ
、
ど
ん
ぐ
り
っ
て

芽
が
で
き
る
の
で
す
か
？
」
と
の
質
問
。
我
々
の
説
明
に
、
子

供
た
ち
は
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
自
分
で
鉢
に
土
を
入
れ
、
植
え
る
ど
ん
ぐ
り
を
選
び

な
が
ら
、
「
ど
ん
ぐ
り
っ
て
、
こ
ん
な
に
種
類
が
あ
る
ん
だ
。
」

と
好
み
を
選
び
出
し
、
土
に
穴
を
あ
け
て
植
え
込
む
と
こ
ろ
で
、

「
ど
っ
ち
向
き
に
植
え
る
の
で
す
か
ぁ
？
」
と
の
声
。 

我
々
の
説
明
を
受
け
て
無
事
に
植
え
込
み
完
了
。
プ
レ
ー
ト

と
ラ
ベ
ル
に
種
類
・
日
付
を
記
載
し
て
出
来
上
が
り
、「
芽
が
出

る
の
が
楽
し
み
！
頑
張
っ
て
育
て
ま
す
。」
と
決
意
表
明
？
す
る

子
を
、
そ
ば
で
見
守
る
お
母
さ
ん
が
、
頷
き
な
が
ら
の
満
足
顔
。

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
時
間
が
流
れ
た
。 

大
阪
か
ら
来
ら
れ
た
来
場
者
か
ら
は
、「
と
て
も
良
い
取
組
み

で
す
ね
。
芽
が
出
れ
ば
、
来
年
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
に
持
っ
て
き

ま
す
。
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。
会
場
に
は
環
境
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
方
々
が
大
勢
来
場
さ
れ
、
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
趣
旨
を
広
く
強
く
伝
え
る
取
り
組
み
だ
っ
た
。 

（
記 

岡
本 

浩
一
）  

今
後
の
活
動
の
案
内 

令
和
六
年
一
月
降
の
予
定
で
す
。 

 

一
月
定
例
活
動 

 
 

一
月
二
十
一
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 
 

 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
森
林
整
備 

 

一
月
特
別
活
動 

 
 

一
月
七
日
（
日
）
宇
治
上
神
社 

 
 

 

・
令
和
六
年
の
安
全
祈
願 

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
い
つ
で
も
会
員
募
集
中
。 

先
ず
は
一
日
体
験
か
ら
ど
う
ぞ
。
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

入
会
金 

千
円 

 

年
会
費 

二
千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

活
動
場
所 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 

編
集
後
記 

 

山
で
活
動
す
る
た
め
の
靴
を
今
年
二
月
に
買
っ
た
。
つ
ま
先
に
硬
質
の

カ
バ
ー
の
入
っ
た
作
業
用
の
靴
だ
。
し
か
し
、
価
格
に
惚
れ
た
買
い
物
は

や
っ
ぱ
り
だ
っ
た
。
両
足
の
小
指
や
親
指
が
悲
鳴
を
上
げ
た
。
痛
い
の
、

痛
い
の
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
我
慢
の
限
度
を
超
え
て
い
た
。 

 

で
も
、
半
年
も
我
慢
し
て
履
き
続
け
る
と
、
な
ん
と
か
な
っ
た
。
十
一

月
の
活
動
日
は
森
林
公
園
の
入
口
と
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
広
場
を
二
回

往
復
し
た
が
、
痛
み
が
少
し
和
ら
い
で
い
た
。
人
間
は
慣
れ
る
と
い
う
こ

と
で
生
き
て
い
る
ん
だ
と
、
枯
葉
を
踏
み
な
が
ら
し
み
じ
み
思
っ
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

田
中 

一
夫
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ 

事
務
局 

 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

木
曽 

宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
二
七
〇―

〇
七
六
三 

右 3 枚 11/5 研修会 

有馬富士公園にて 上 2 枚 11/26 宇治環境フェスタにて 


